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メルボルン大阪カップ２０１８ 歓迎レース レース公示 

 

１．大会組織   主催・運営は大阪北港ヨットクラブ（ＯＨＹＣ）とする。 

２．適用規則  

２．１  セーリング競技規則 2017-2020(RRS)に定義された規則及び「セーリング装備規則 2017-2020（ERS）］を適用する。 

２．２  外洋特別規定（OSR）2018-2019「付則 Bインショアレース用特別規定」を適用する。   

３．広告    参加艇は、主催団体により提供される広告を表示するよう要求されることがある。 

４．参加資格  

４．１  本大会の開催主旨である、当大会の興隆と参加艇間での親睦の促進等に賛同、寄与いただける艇。 

４．２  全長１７フィート以上のモノハルキャビン付きクルーザーヨットで、日本小型船舶検査機構の有効な船舶検査証を有し、 

本大会期間中(回航中、事前事後の係留期間を含む)の有効なヨット保険（賠償責任保険、搭乗者障害保険、遭難捜索 

費用保険)に加入している艇。 

４．３  完記された申込書を提出し、且つ、正しく参加料を納付した艇。 

４．４  本大会のレース委員会が決定したＴＣＦを承認する艇。 

５．参加料及び申込手続  

５．1  各大会への参加料は次のとおりとする。但し、１大会毎の費用とする。 

艇登録料 ＯＨＹＣの正会員がオーナーである艇 ２，０００円 

上記以外の艇 ４，０００円 

乗員登録料 

パーティ費を含む 

ＯＨＹＣの会員 １，０００円 

上記以外 ２，０００円 

５．２ 申込先は、ＯＨＹＣレース委員会宛とする。 

５．３ 参加申込方法は、所定の参加申込書に必要事項を全て記入し、大会当日に参加費を添付して、提出する。 

５．４ 申込締切時刻は、各大会当日の艇長会議終了時までとする。但し、現金での参加料の納付確認をもって受付確定とする。 

５．５ 大会当日の艇長会議が終了した後は参加料を返却しない。 

６.提出書類  

６．１ 各大会の参加資格に必要な書類は、本公示４．２、４．３に記載のとおり。 

６．２ ４．２に記載の書類を事前に提出する必要はないが、大会開催中は、随時確認の為に提示を求めることがあるため、 

艇に保管しなければならない。 

７．クラス    クラス分けは行わない。 

８．日程、レース数  

８．１ 開催日は平成３０年５月６日とおりとし、予備日は設けない。 

８．２ 時間割は次のとおりとする。 

    ０８：３０～０９：００    受付、出艇申告 

０９：００～０９：３０    艇長会議  

１０：５５          予告信号 

１４：００（開始予定時刻）  懇親会（メルボルンハウス） 約２時間で中締めとする 

                   懇親会の担当チームは別途案内する。 

８．３ １レースを予定する。 

９．帆走指示書等の配布  

帆走指示書は平成３０年５月３日までに OHYCの WEBサイトに公表するので、参加各艇はダウンロードし持参すること。 
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１０．レースエリア、レースコース  

１０．１  各レースのエリアは、原則、大阪湾西宮一文字防波堤沖とする。 

１０．２   レースコースは、風上・風下での周回コース。距離:約６マイル。 

１１．順位および時間修正システム  

１１．１ 各艇の所要時間に T.C.Fを乗じた修正時間（秒単位）により順位を決定する 

      （修正時間（秒） = T.C.F×所要時間（秒）。 

１１．２ 各艇間で同一修正時間となった場合は、T.C.F.値の低い艇を上位とする。 

１１．３ レース委員会は参加各艇のＴＣＦを決定する。 

１２．安全規定  

１２．１ レース予定海域で使用できる１台以上の携帯電話を携帯しなければならない。申込時に届出のこと。 

１２．２ 艇には、「付則 B インショアレース用特別規定」5.01.1に規定された個人用浮揚用具を装備すること。 

１２．３ ＪＳＡＦ非登録艇の場合は、前項の機能を備えた「小型船舶安全規則に規定する小型船舶用救命胴衣（認証済・ 

     桜マーク付）でなければならない。 

１２．４ 個人用浮揚用具（ライフジャケット）は、レースのため陸上・桟橋から離れる出港時から、帰港し陸上・桟橋に係留が 

完了するまで間、常に着用しなければならない。 

１３．無線の使用  

１３．１ 出艇申告時にレース委員会が配布する GPS端末(スマホ)を艇に搭載することを求める場合がある。 

１３．２ レース委員会は VHF72 チャンネルにより参加艇にレースの案内、スタート、リコール等のアナウンスを行う場合がある。 

１３．３ レース中に携帯電話等による SNS 等への投稿・発信は許可される。但しこれらの情報は抗議・救済の根拠にはならない。

１４．賞及び表彰  

１４．１ 各大会では得点のみ計算し、表彰は行わない。 

１４．２ 表彰は、参加艇が年間を通じての獲得した得点により、最大、第１位から第５位までを表彰する。但し、年間を通じて 

開催された過半数のレースに参加したことを条件とする。 

１４．３ 表彰は、OHYCが別途開催する Xmas ﾊﾟｰﾃｨｰの席上で行うものとする。（詳細は別途案内する。） 

１５．責任の所在  

１５．１ 本大会の競技者は自分自身の責任で参加するものとする。ＲＲＳ４参照のこと。 

１５．２ 主催団体は、各開催日の前後、期間中に生じた物理的損傷、又は身体傷害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。 

１６．著作権  

１６．１ 本大会におけるメディア規定を定める。 

１６．２  主催団体は、参加艇の一部または全部に対して、スマートフォンその他の機器による航跡追跡及びそのデータ取得等 

のための機器の搭載を要請する場合があり、要請を受けた参加艇はこれを拒むことができないものとする。 

又、航跡追跡のデータにかかる所有権、著作権、その他一切の権利は、すべて主催団体に帰属するものとし、レース 

参加艇は、その利用について一切の異議を述べない。機器類は主催団体が準備する。 

１６．３ 主催団体はレース準備中ならびにレース中に、無人ヘリコプターその他の機器による映像の撮影を行うことがあり、 

参加艇はこれを承諾する。また、撮影された映像の権利はすべて主催団体に帰属するものとし、参加艇は、肖像権 

その他の権利を行使せず、また、当該映像の複製、上映、その他の利用について一切異議を述べないものとする。 

 

***** その他追加情報 ***** 

 

Ａ．大会事務局（２０１８年） 

大会の事務局およびレース本部は、大阪北港マリーナ内のメルボルンハウスに置く。 

〒554-0052  大阪市此花区常吉２丁目１３番１８号 
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大阪北港ヨットクラブ レース委員会 

        担当    宇都宮   ０９０－５４６４－２４２３ 

                 E-mail   n.uusan6620027@docomo.ne.jp   

 
Ｂ．大会 WEB サイト    大阪北港ヨットクラブ  ホームページ内に開設する。 

 

Ｃ．参加艇の係留  

参加艇の大阪北港マリーナへの係留については、別途指示します。なお北港マリーナ内、及び周辺の水深が浅くなっている為、

潮汐にはご注意ください。３５フィートを超える艇では、低潮時には入港、係留に差支えが起きる場合もあります。特に入港

出港に際しては、マリーナ西側の開口部は避けて、南側（舞洲側）開口部を利用ください。 

 

Ｄ．外洋特別規定（OSR）２０１８－２０１９「付則 B インショアレース用特別規定」 

  パート B 携行品    個人用浮揚用具の条件は、 

a）笛が装備されている。 

              c）艇名か着用者の名前が明記されている。 

              d）膨張式の場合、定期的に空気保持のチェックがなされ、適用クラス規則または 

               帆走指示書で指定されない限り個人用浮揚用具は１５０ニュートンの浮力を有し、 

               人の顔を水面上約４５度以上向きで保持できなければならない。 

 

                                                    以上 
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